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茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 3 年 度 優 良 土 木 施 工 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

生 産 性 向 上 な ど 積 極 的 な 取 組 を 評 価

茨 城 県 筑 西 土 木 事 務 所 長 受 賞

　 こ の 度 、 優 秀 技 術 者 と し て 表 彰 さ れ ま し た 1 3 名 の 皆 様 、 ご 受 章 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。

　 こ の 表 彰 は 、 令 和 2 年 度 の 完 成 工 事 に お い て 、 創 意 工 夫 を 凝 ら し 万 全 な 施 工 管 理 の 下 で 、 特 に 優

秀 な 成 績 を 収 め ら れ た 工 事 、 及 び 道 路  ・  河 川 の 維 持 管 理 に 昼 夜 を 問 わ ず ご 尽 力 さ れ た 工 事 に 携 わ ら

れ た 技 術 者 の 方 々 を 讃 え る も の で す 。

　 ご 担 当 さ れ た 工 事 は 、 い ず れ も 出 来 栄 え ・ 施 工 計 画 ・ 安 全 対 策 ・ 品 質 が 十 分 に 確 保 さ れ て い る こ

と は も ち ろ ん 、 現 場 実 務 研 修 な ど の 人 材 育 成 や 快 適 設 備 な ど の 労 働 環 境 改 善 に 加 え 、 Ｎ Ｅ Ｔ Ｉ Ｓ 活

用 と 言 っ た 生 産 性 向 上 な ど に も 積 極 的 に 取 り 組 ま れ 、 さ ら に は 緊 急 時 の 迅 速 な ご 対 応 に お い て も 高

く 評 価 さ れ る も の で あ り ま す 。

　 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 に は 、 今 後 と も さ ら な る 技 術 や 技 能 の 向 上 に 励 ま れ 、 他 の 建 設 技 術 者 の 模 範

と し て ご 活 躍 さ れ ま す こ と を ご 期 待 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 筑 西 土 木 事 務 所

所 長 　 深 作 　 正 志

■ 筑 西 土 木 事 務 所 表 彰

［ 工  事  名 ］ 3 1 国 補 地 道 第 3 1 － 0 3 － 4 8 8 － ０ － 0 0 6 号 道 路 舗 装 工 事
（ そ の ４ ）

代 表 取 締 役  森 　 　 　 寛 　 樹

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 瀬 　 端 　 正 　 博

〒 3 0 8 － 0 1 2 7 　 茨 城 県 筑 西 市 関 本 下  4 6 － 1

T E L 0 2 9 6 － 3 7 － 6 2 2 7

F A X 0 2 9 6 － 3 7 － 6 0 1 0

森 建 設 株 式 会 社

■ 筑 西 土 木 事 務 所 表 彰

［ 工  事  名 ］ 3 1 国 補 地 道 第 3 1 － 0 3 － 4 8 8 － ０ － 0 1 0 号 道 路 改 良 舗 装
工 事

代 表 取 締 役 会 長 岡 　 本 　 眞 　 一

代 表 取 締 役 社 長 小 　 倉 　 健 太 郎

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 小 野 瀬 　 理 　 人

〒 3 0 7 － 0 0 1 7 　 茨 城 県 結 城 市 若 宮  1 － 1 4

T E L 0 2 9 6 － 3 2 － 2 7 1 1 　 F A X 0 2 9 6 － 3 3 － 0 6 5 2

O G U R A

■ 筑 西 土 木 事 務 所 表 彰

［ 工  事  名 ］ 3 1 県 単 道 修 第 3 1 － 0 4 － 6 2 7 － ９ － ０ ０ １ 号 道 路 舗 装 修
繕 工 事

代 表 取 締 役 柴 　 　 　 直 　 樹

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 齋 　 藤 　 友 　 輔

〒 3 0 8 － 0 0 0 4 　 茨 城 県 筑 西 市 国 府 田  1 3 4 6 － 2

T E L 0 2 9 6 － 2 2 － 3 0 5 7

F A X 0 2 9 6 － 2 4 － 4 6 4 8

■ 筑 西 土 木 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 0 2  国 補 道 修 第  0 2 － 6 0 － 0 7 1 － 0 － 0 0 1  号 道 路 舗 装 修 繕
工 事

代 表 取 締 役 川 　 田 　 秀 　 樹

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 中 　 島 　 純 　 一

〒 3 0 8 － 0 8 4 5 　 茨 城 県 筑 西 市 西 方  1 7 0 5 － 4

T E L 0 2 9 6 － 2 2 － 2 0 8 0  ㈹

F A X 0 2 9 6 － 2 4 － 6 9 1 5 　

■ 筑 西 土 木 事 務 所 表 彰

［ 工  事  名 ］ 0 2 国 補 地 道 第 0 2 － 0 3 － 4 8 8 － 0 － 0 0 4 号 3 1 国 補 地 道 第
3 1 － 0 3 － 4 8 8 － 0 － 0 1 6 号 合 併 道 路 改 良 舗 装 工 事 （ そ の 3 ）

代 表 取 締 役 小 　 貫 　 勝 　 重

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 小 　 貫 　 高 　 幸

〒 3 0 7 － 0 0 2 1 　 茨 城 県 結 城 市 上 山 川  3 0 8 － 1

T E L 0 2 9 6 － 3 5 － 0 0 6 9

F A X 0 2 9 6 － 3 5 － 1 3 7 8

■ 筑 西 土 木 事 務 所 表 彰

［ 工  事  名 ］ 0 2 国 補 地 道 第 0 2 － 0 3 － 1 4 3 － 0 － 0 0 1 号 3 1 国 補 地 道 第
3 1 － 0 3 － 1 4 3 － A － 0 0 1 号 3 1 県 単 自 転 車 道 第 3 1 － 0 3 － 4 7 4 － 0
－ 0 0 4 号 合 併 自 転 車 道 整 備 工 事 （ そ の 1 ）

〒 3 0 9 － 1 2 4 4 　 茨 城 県 桜 川 市 大 国 玉  7 4 3

T E L 0 2 9 6 － 5 8 － 5 8 4 7

F A X 0 2 9 6 － 5 8 － 7 5 1 8

大 和 土 建 株 式 会 社
代 表 取 締 役  𠮷 　 田 　 康 　 廣

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 工 　 藤 　 　 　 裕

■ 筑 西 土 木 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 0 2  県 単 河 防 第  0 2 － 6 0 － 4 0 0 － 0 － 0 0 1  号  0 2  県 単 砂 修
第  0 2 － 6 0 － 4 8 6 － 0 － 0 0 1  号 合 併 河 川 維 持 修 繕 工 事

代 表 取 締 役 川 　 田 　 秀 　 樹

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 川 　 田 　 秀 　 樹

〒 3 0 8 － 0 8 4 5 　 茨 城 県 筑 西 市 西 方  1 7 0 5 － 4

T E L 0 2 9 6 － 2 2 － 2 0 8 0  ㈹

F A X 0 2 9 6 － 2 4 － 6 9 1 5 　

■ 筑 西 土 木 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 0 2  県 単 道 修 第  0 2 － 6 0 － 7 1 2 － 0 － 0 0 2  号  0 2  県 単 橋 修
第  0 2 － 6 0 － 6 0 3 － 0 － 0 0 2  号  0 2  県 単 道 災 防 第  0 2 － 6 0 － 7 2 7
－ 0 － 0 0 2  号 合 併 道 路 維 持 修 繕 工 事 （ 筑 西 ）

〒 3 0 8 － 0 1 0 4 　 茨 城 県 筑 西 市 木 戸  4 6 9 － 1

T E L 0 2 9 6 － 3 7 － 6 2 0 6 　 F A X 0 2 9 6 － 3 7 － 5 9 2 3

飯 田 建 設 興 業 有 限 会 社

舗 装 ・ 土 木 ・ 設 計 施 工
特 定 建 設 業

代 表 取 締 役  鮏 　 川 　 和 　 男

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 大 和 田 　 清 　 司

［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

●○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○○○○○○○○○○○○●○

○○○○○○○○○○○○○○○○○●○

　
阿 見 町 は

1 4日 開 会 の 第 ３

回 町 議 会 定 例 会 に 一 般 会 計補 正 予 算 案 （ 第 ５ 号 ） な どの 議 案 を 上 程 し た 。 主 な もの で 、 道 路 の 維 持 補 修 や 交通 安 全 施 設 の 設 置 な ど に 関す る 工 事 費 ２ ７ ４ ７ 万 ９ ００ ０ 円 を 追 加 。 福 祉 セ ンタ ー や か す み 公 園 、 総 合 運動 公 園 で ト イ レ 改 修 と 手 洗い 場 の 自 動 水 栓 化 を 行 う ため 工 事 費 を 盛 り 込 ん だ 。　
道 路 の 維 持 補 修 は 、 当 初

の 想 定 よ り も 小 規 模 工 事 な緊 急 工 事 、 簡 易 舗 装 工 事 など が 多 く 発 注 さ れ た こ と か

　
八 千 代 町 は 、 公 園 長 寿 命

化 対 策 の 一 環 と し て 、 町 民公 園 （ 菅 谷 ８ ８ ３

－ １ ） の

ト イ レ 撤 去 お よ び 新 設 工 事を 計 画 し て い る 。 ９ 月 補 正予 算 案 で は 、 設 計 業 務 委 託料 ３ ５ ０ 万 円 を 計 上 し て いる 。 年 度 内 の 工 事 完 了 を 目指 し 、 速 や か に 設 計 を 発 注

ら 予 算 を 増 額 し た も の 。 また 、 歩 道 の 安 全 確 保 の た めガ ー ド レ ー ル や 車 止 め の 設置 な ど に も 予 算 を 配 分 した 。　
ト イ レ 改 修 と 手 洗 い の 自

動 水 栓 化 は 、 新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の ため 、 衛 生 環 境 改 善 を 図 る もの 。　
そ れ ぞ れ の 工 事 費 は 福 祉

セ ン タ ー が ３ ３ ５ 万 ５ ０ ００ 円 、 か す み 公 民 館 が ７ ７６ 万 ３ ０ ０ ０ 円 、 総 合 運 動公 園 が １ ２ ２ １ 万 円 。　
ま た 、 埋 蔵 文 化 財 の 調 査

す る 予 定 。　
撤 去 す る の は 、 敷 地 西 側

の ト イ レ と Ａ グ ラ ウ ン ド トイ レ 。 西 側 の 施 設 規 模 は 、Ｒ Ｃ 造 平 屋 建 て 、 延 べ 面 積約

1 0・ １ ㎡ 。 便 器 の 数 は 大

小 そ れ ぞ れ ２ 基 ず つ 。 Ａ グラ ウ ン ド は Ｒ Ｃ 造 平 屋 建て 、 延 べ 面 積 約 １ ・ ５ ㎡ 。

水 路 工 は 約 ２ 億 ７ ９ ０ ０ 万円 （ 支 線 他 Ｌ ３ ・ ５ ㎞ 、 樋管 お よ び 排 水 ポ ン プ ）  、 暗渠 排 水 工 は 約 ６ ６ ０ ０ 万円 。 測 量 設 計 な ど は 約 ９ ５０ ０ 万 円 。　
本 年 度 は 区 画 整 理 設 計

（ Ａ

3 8・ ３

 

h a） を 策 定 し た

い 考 え 。

1 6日 に 開 札 す る 指

名 競 争 入 札 の 予 定 価 格 は ４２ ３ 万 円 （ 税 抜 き ）  。 履 行期 間 は

2 2年 ２ 月

1 8日 ま で と

し て い る 。も 進 め る 。 内 容 は 、 樋 管 ・樋 門 本 体 工 、 法 覆 護 岸 工 、排 水 構 造 物 工 な ど 。 中 和 建設 ㈱ （ 境 町 ） が 担 当 し 、 ２０ ２ ２ 年 ３ 月

2 5日 ま で に 作

業 を 進 め る 。警 備 業 務 、 清 掃 業 務 、 衛 生管 理 業 務 。 ま た 、 指 定 管 理者 は 自 ら の 負 担 で 施 設 の 改修 ・ 内 装 工 事 を 行 う こ と がで き る 。　
主 な 応 募 資 格 は 市 内 に 本

事 業 所 ま た は 主 た る 事 業 所を 有 し 、 社 会 福 祉 法 第

2 2条

に 規 定 す る 社 会 福 祉 法 人 でる こ と な ど 。

道 整 備 な ど に 取 り 組 む 。　
計 画 で は 、 パ イ プ ラ イ

ン の 整 備 や 用 水 機 場 の 新設 （ １ 箇 所 ） に よ り 、 安 定　
境 町 は 、 染 谷 川 に 架 か る

町 道 １

－

2 3号 線 の 橋 梁 部 に

つ い て 、 架 け 替 え 工 事 を 計画 し て い る 。 ９ 月 補 正 予 算で は 、 当 初 予 算 と ５ 月 補 正予 算 で の 工 事 費 ５ ３ ０ ０ 万円 に ２ ０ ０ ０ 万 円 を 追 加 した 。 秋 頃 に も 一 般 競 争 入 札で 工 事 を 発 注 し た い 考 え 。渇 水 期 で の 工 事 を 予 定 し てお り 、 来 年 度 へ の 繰 越 も 検討 し て い る 。　
施 工 場 所 は 上 小 橋 地 内 。

境 高 等 学 校 の 南 東 側 に 位 置し 、 ロ ー ソ ン 境 町 上 小 橋 店付 近 に 架 か る 。 河 川 の 幅 員は

1 8・ ７ ｍ 、 道 路 幅 は

1 0ｍ

を 想 定 。 ボ ッ ク ス カ ル バ ート 工 法 で の 整 備 を 予 定 し てい る 。

　
向 谷 原 地 区 は 県 立 大 洗 高

校 の 西 側 に 位 置 。 関 係 土地 改 良 区 は 大 洗 町 土 地 改 良区 。 現 況 の 面 積 は 水 田

3 4・

６
 

h a、 道 水 路 ３ ・ ７
 

h a。

用 水 源 は 那 珂 川 水 系 石 川川 。 現 在 の 基 幹 作 物 は 水稲 、 飼 料 用 米 。 排 水 は 涸 沼川 に 自 然 排 水 し て お り 、 洪水 時 に は 石 川 川 に 機 械 排 水し て い る 。　
現 況 は

1 0ａ 前 後 の 小 区 画

農 地 が 多 く 、 農 道 の 幅 員も 十 分 な 広 さ を 確 保 で き てい な い 。 ま た 、 土 水 路 で 用水 供 給 が 不 安 定 と な っ てお り 、 排 水 路 は 断 面 不 足 や水 位 が 高 く 乾 田 化 の 障 害 とな っ て い る 。　
こ の た め 、 生 産 性 の 向 上

や 効 率 的 な 営 農 を 目 指 し 、大 区 画 化 や 用 排 水 整 備 、 農

委 託 料 に は ４ ４ ７ 万 ４ ０ ００ 円 を 配 分 。 岡 崎 地 内 で 住民 が 戸 建 住 宅 を 着 工 し よ うと し た 際 、 試 掘 調 査 で 文 化財 ら し き も の が 発 掘 さ れ たこ と か ら 調 査 を 行 う こ と とな っ た 。　
そ の ほ か 、 主 要 交 差 点 へ

の 防 犯 カ メ ラ （ ４ 基 ） 設 置へ 工 事 費 ２ ７ ０ 万 ６ ０ ０ ０円 を 追 加 し た 。　
今 補 正 案 で は 歳 入 歳 出 に

そ れ ぞ れ １ 億 １ ９ ４ ２ 万 円を 追 加 。 当 初 か ら の 総 額 は１ ７ ６ 億 ３ ７ ０ ２ 万 ５ ０ ００ 円 と す る 。 　
西 側 の 解 体 跡 地 に 、 新 た

な ト イ レ を １ 棟 設 置 す る 予定 。 建 物 規 模 な ど は 検 討 中で 、 便 器 の 数 は 、 解 体 す るト イ レ ２ 箇 所 分 の 数 を 確 保す る 。　
公 園 の 全 体 面 積 は 約 ８ ・

１

 

h a。 本 年 度 当 初 予 算 で

は 、 長 寿 命 化 対 策 工 事 請 負費 と し て 、 １ 億 ３ ９ ６ 万 １０ ０ ０ 円 を 設 定 。 現 在 は 、テ ニ ス コ ー ト の 改 修 工 事 を進 め て お り 、 高 塚 建 設 工 業㈱ （ 八 千 代 町 ） が 施 工 を 担当 し て い る 。

便 器 の 数 は １ 基 。　
施 設 の 劣 化 状 況 を 示 す 健

全 度 に つ い て は 、 西 側 が Ｃ判 定 、 Ａ グ ラ ウ ン ド が Ｄ 判定 と 診 断 さ れ て い る 。 い ずれ も 公 園 の 供 用 開 始 年 で ある １ ９ ８ ４ 年 に 設 置 さ れ たも の で 、 老 朽 化 が 進 ん で いる 。

し た 用 水 供 給 を 図 る 。 さ らに 、 排 水 フ リ ュ ー ム な ど によ り 排 水 路 整 備 を 行 い 、 水田 の 汎 用 化 を 図 る 。　
区 画 整 理 に 係 る 事 業 費 は

約 ７ 億 ６ ０ ０ ０ 万 円 を 想定 。 こ の う ち 整 地 工 は 約１ 億 １ ６ ０ ０ 万 円 、 道 路工 （ 幹 線 Ｌ １ ・ ２ ㎞ 、 支 線他 ３ ・ ６ ㎞ ） は 約 ８ １ ０ ０万 円 、 用 水 路 工 （ 支 線 他 Ｌ４ ・ ４ ㎞ 、 機 場 工 １ カ 所 ）は 約 ２ 億 １ ８ ０ ０ 万 円 、 排　
ま た 、 本 年 度 は 下 小 橋 地

内 で 染 谷 川 の 河 川 改 修 工 事
　
鹿 嶋 市 は 大 野 北 い き い

き ふ れ あ い プ ラ ザ （ 荒 井３ ７ ０

－ １ ） の 管 理 運 営

業 務 を 効 果 的 か つ 効 率 的に 行 う た め 、 指 定 管 理 者を 募 集 す る 。 管 理 期 間 は２ ０ ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら
2 4年 ３ 月

3 1日 ま で の ２ 年

間 を 予 定 。 申 込 期 間 は ９月

3 0日 ま で 。

　
施 設 概 要 は Ｓ 造 平 屋 建

て ３ ２ ０ ㎡ 。 敷 地 面 積 は２ ６ １ ８ ㎡ 。　
業 務 の う ち 、 維 持 管 理

に 関 す る も の は 建 築 物 保守 管 理 、 設 備 機 器 管 理 、備 品 お よ び 遊 具 の 管 理 、
　
神 栖 市 は 開 会 中 の 市 議 会

定 例 会 に 、  「  （ 仮 称 ） は さ き屋 内 温 水 プ ー ル 建 設 工 事 」と 「  （ 仮 称 ） 土 合 地 域 交 流  ・保 健 福 祉 セ ン タ ー 建 設 工事 」 工 事 契 約 議 案 ２ 件 を 追加 上 程 し た 。　 （ 仮 称 ） は さ き 屋 内 温 水プ ー ル 建 設 工 事 は ８ 月

3 0日

に 一 般 競 争 入 札 を 執 行 。 鈴縫 工 業 ㈱ と 大 勝 建 設 ㈱ の ＪＶ が 落 札 し 、 仮 契 約 を 結 んで い る 。 契 約 金 額 は

1 1億 ５

１ ７ ０ 万 円 。　 （ 仮 称 ） 土 合 地 域 交 流 ・保 健 福 祉 セ ン タ ー は ８ 月

1 8

日 に 一 般 競 争 入 札 を 執 行 。落 札 者 の 大 勝 建 設 ㈱ と 森 新建 設 ㈱ の Ｊ Ｖ と 仮 契 約 を 締結 。 契 約 金 額 は

1 4億 ８ ０ ０

万 円 。　
な お 、 定 例 会 は

1 0月 ５ 日

に 閉 会 す る 。

　
県 県 央 農 林 事 務 所 は 、 向 谷 原 地 区 （ 大 洗 町 ） の 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業 が 新

規 採 択 さ れ た こ と を 受 け 、 ２ ０ ２ １ ～

2 6年 度 ま で の ス ケ ジ ュ ー ル で 区 画 整 理 な

ど を 推 進 す る 。 受 益 面 積 は

3 3 

h a。 総 事 業 費 は 約 ８ 億 ５ ５ ０ ０ 万 円 。 本 年 度 は

設 計 を ま と め る 見 通 し で 、 き ょ う

1 6日 に 委 託 に 係 る 指 名 競 争 入 札 を 執 行 す る 。

あ わ せ て 地 元 調 整 な ど も 進 め 、 早 期 の 工 事 着 手 を 目 指 し た い 考 え だ 。ＮＮ
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契 約 議 案 ２ 件
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 年 度 内 の 完 成 め ざ す

老 朽 化 ト イ レ を 改 築
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タ ー 等 の ト イ レ 改 修

道 路 補 修 等 で 工 事 費

《 阿 見 町 9 月 補 正 案 》


